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著者のひとり杉浦は 1999 ～ 2013 年の 15 年
間にわたり礼文島において絶滅危惧種レブンア
ツ モ リ ソ ウ Cypripedium macranthos Sw. var. 
rebunense (Kudô) Miyabe & Kudô（ラン科）の繁
殖生態に関する調査を行なった（杉浦，2016）．そ
の間にヤマアリ亜科とフタフシアリ亜科に属する
計 10 種の生息を確認したが，そのなかにエゾアカ
ヤマアリ Formica yessensis Wheeler（以下エゾア
カ）とケズネアカヤマアリ F. truncorum Fabricius
（ケズネ）が含まれていた（同定は伊藤が担当）．
これら 2 種は後脚脛節の外面や触角柄節にどれく
らい立毛がみられるかの違いで区別できるが（寺山
ほか，2014），互いの外観が酷似している．礼文島
のアリ相を扱った寺山（1992）と吉村（1999）で
は，上記 2 種のうちのケズネしか分布しないとさ
れている．一方，最新のアリ類図鑑（寺山ほか，
2014）では，礼文島にはケズネに加えエゾアカも
分布するとされている．しかし図鑑という書籍の性
格上，もっぱら種同定という実用性のみに重きを置
かざるを得なかったのか，その裏づけとなるデー
タ・ソースについては全く言及されていない．そこ
で本報では，標本データをともなう礼文島 ( 礼文町
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Abstract. Based on voucher specimens, we here report that Formica yessensis occurs on Rebun Island, 

Hokkaido, Japan.

船泊村鉄府 ) でのエゾアカの採集記録を公表し，礼
文島にもエゾアカが生息することを明示することに
した（標本は杉浦が保管）．

〔標本データ〕
1W, Teppu, Rebun Island, 26 V, 2000, N. 

Sugiura leg. ( セイヨウタンポポで吸蜜していた
個体 )．

3W, Teppu, Rebun Island, 31 V, 2000, T. Fujie 
leg. ( レブンアツモリソウ唇弁内にいた個体 )． 

1W, Teppu, Rebun Island, 11 VI, 2012, N. 
Sugiura leg.

吉村（1999）は上記標本の採集地，鉄府でケズ
ネを複数個体，採集している．また，杉浦の手元に
も鉄府産の標本がある（1W, Teppu, Rebun Island, 
17 VI, 1999, N. Sugiura leg.）．これらのことから，
少なくとも鉄府ではエゾアカとケズネが同所的に生息
している可能性がある（どちらの種か確認していない
が，海浜植生帯に巣は普通）．今後，両種がどのよう
な関係にあるのかを追究すれば，その過程で何か興
味深い知見が得られるかもしれない．
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